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⚾️ おめでとうイチローさん 🏏  

    一月十六日、日本プロ野球殿堂入りしたイチローさんは、続いて 

二十二日にも日本人初のアメリカ野球殿堂入りを果たしました。 

彼は２００１年にＭＬＢに挑戦してから、数々の大記録を達成して 

きました。そんな彼を天才と呼びますが、彼自身はそれを否定し、 

『自分は努力の天才である。』と表現しています。現在は引退して 

五十一歳になりましたが、今でも現役時代と変わらぬ練習メニュー 

で身体を鍛えているそうです。なぜそうしているのでしょう？ 

それは、彼の技術がまだ見せられる状態にあり、それをキープする 

ことで、選手たちが耳で聞いた理解よりも目で見た理解（すなわち、 

全く次元が違う理解）ができるからということでした。 

それは、彼が日本に戻ったときに甲子園を目指す高校生を指導す 

るときにも実行しています。彼は、高校生に自分のランニングフォ 

ームやキャッチボールの姿勢などを見せて、身体のどこを意識して 

練習するかを質問し、考えさせます。というのも最近の野球はデー 

タを重視しています。しかし、そのデータにとらわれすぎて「自分 

で考えて動く」という感性の部分がおろそかになって、このままで 

は、将来の野球がつまらなくなってしまうと心配しているからです。 

これは、野球だけに限られた問題ではありません。勉強にも当て 

はまります。教科書やタブレットなど目で得た知識はそのまま放置 

すると、数日もたたずに記憶から消えてしまいます。きちんと覚え 

るには、暗唱したり、書いたりするなど、何度も復習することが必 

要です。中３担当の城間先生は声が大きいだけでなく、授業で身体 



を張った演技をしたり、リズミカルに音読をしたりしています。 

まるで、富士塾のイチローです。富士塾の卒業生は、それがしっかりと 

記憶されているので、「入試の最中、城間先生が出てきて問題が解けた。」 

と、城間先生の残像を見た生徒が何人もいます。皆さんも、そうなれる 

ように、これからは見るだけ、聞くだけの偏った感覚ではなく、体中の 

全ての感覚（五感）で感じ、感性を磨いていきましょう。 

そして、イチローさんのように自分に厳しい努力の天才になりましょう。 

 

✍中３・特訓授業について✐  
 

１月中旬から、中学３年生を対象に特訓授業を行っていますが、 

２月も引き続き実施します。受講コースや特訓料などについての 

詳細は、配布した別紙にてご確認下さい。 

※受験勉強で一番大事なことは体調管理です。勉強に集中するた 

めにも、しっかり睡眠と食事を取って免疫力を維持し、手洗い・ 

うがい・マスクで飛沫感染を防ぎましょう。 

 

◇時間割変更について◇ 

２月は中学生の全クラスの時間割りが変更になっています。日程表を 

 必ずご確認下さい。特に、中３クラスは、通常の日数より多くして３月 

 分の日数を加算していますことを、予めご了承下さい。 
 

◇二月の行事予定◇ 

▽一般入試初回志願状況発表 … 四日 

▽一般入試志願変更     … 七日・十日 


